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※概要（Summary）： 

本研究では，高度に制御された高性能触媒層の形成を

目的としている．特に，キネティックスプレーおよび

プラズマスプレー技術によるアルミニウム薄膜の成

膜状態の違いを詳細に検討した結果，キネティックス

プレーではプラズマスプレーを用いる場合よりはる

かに大きなナノ空隙密度が得られることが明らかと

なった． 
※実験（Experimental）： 

アルミナ基板上に約 100m 厚のアルミニウム膜をキ

ネティックスプレーおよびプラズマスプレーにより

コーティングし，陽極酸化後のナノポーラス構造を武

田先端知クリーンルームの形状・膜厚・電気・機械特

性評価装置群を用いて詳細に観察した．  
※結果と考察（Results and Discussion）： 

ナノポーラス構造を詳細に観察した結果（図１参照），

キネティックスプレーでは，アルミナ基板上にアルミ

ニウム層が酸化することなく，均一なコーティングが

可能であることがわかった．さらに，アルミニウム層

の残留応力を制御することで，ナノポーラス上のアル

ミナを剥がれることなく形成できることがわかった．

キネティックスプレーではプラズマスプレーを用い

る場合よりはるかに大きなナノ空隙密度が得られ，キ

ネティックスプレーが極めて有望な触媒層形成技術

であることを示した． 
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Fig. 1 Morphologies of nanoporous Al2O3 layers: (a) 

Plasma-sprayed, and (b) Kinetically sprayed. 
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